
市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名

1 市長公室 広報課
大学と連携した広
報活動

大学と連携した情
報発信方法の検討

平成３０
年9月

・大学教授による
広報課職員へのセ
ミナー
・ドローンを活用
した動画制作

・検討段階である
ため、市民への直
接的な効果はなし

https://
www.me
jiro.ac.jp
/univ/c
ourse/f_
media/d
_media/i
nfo/201
80827/

・現在、映像制作を
試作的に始めたた
め、今後の連携の方
向性や活用方法を検
討している。

○

2
都市戦略本
部

都市経営戦
略部

さいたま健幸ネッ
トワーク

企業・団体内部の
健康づくりについ
て、組織的・戦略
的に取り組む「健
康経営」について
取り組む意思のあ
る企業・団体を集
め、セミナー、取
組の情報共有や意
見交換等を通じ
て、市内企業・団
体の健康経営の活
性化を図るもの。

平成29
年度

・人間総合科学大
学主催の公開講座
をネットワーク内
企業・団体に周知
・ネットワーク主
催のセミナーへの
参加

・周知を受けた
ネットワーク加入
企業に、公開講座
に参加いただい
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/00
2/026/0
02/2018
0322.ht
ml

大学が主催する公開
講座等の情報をネッ
トワーク加入企業・
団体に引き続き周知
を図るとともに、セ
ミナーでの連携や、
その他産学連携の実
現も目指していく。

○ ○

都市戦略本
部

都市経営戦
略部

さいたま市新しい
まちづくりのため
の大学生アンケー
ト

次期総合振興計画
の検討に向け、市
民意見聴取の一環
として、将来のま
ちづくりの主役と
なる大学生から意
見を伺うもの

平成30
年度

大学コンソーシア
ム加盟の６大学で
アンケートを実施

これからのまちづ
くりの主役となる
大学生の意見を次
期総合振興計画の
検討に活かすこと
ができる。

次期総合振興計画の
検討において、必要
があれば意見聴取を
実施する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

4
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

学生政策提案
フォーラムinさいた
ま

市と大学コンソー
シアムさいたまの
共催事業として、
大学コンソーシア
ムさいたま加盟大
学の学生が、市長
に政策を提案す
る。

平成23
年度

進学、就職、結婚
等で転出が多い若
い世代に、さいた
ま市を住みやす
い、住み続けたい
と思っていただけ
るような定住促進
につながる取組を
推進するため、健
康で活力ある「ス
ポーツのまちさい
たま」をテーマと
して、５大学10グ
ループの学生がプ
レゼンテーション
形式で発表を行っ
た

学生の、さいたま
市に対する愛着と
関心が深まるとと
もに、学生からの
提案を各事業実施
の際の参考とし
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/00
2/012/0
02/003/
index.ht
ml

継続して実施してい
く予定。
学生からの提案を計
画の策定や事業を実
施する際の参考とし
て活用し、施策への
反映を引き続き検討
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

1/23



市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
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連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

5
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

大学による地域の
課題解決・活性化
支援事業

大学コンソーシア
ムさいたま加盟大
学の知や活力によ
る地域の活性化や
課題解決につなが
る事業を支援する
ことにより、大学
の実践的な教育・
研究機会の確保、
人材育成等を図る
とともに、地域の
活性化等を図るこ
とを目的とする。

平成27
年度

３大学・３件の申
請があり、２件を
交付決定した。

大学の実践的な教
育・研究機会の確
保、人材育成等を
図るとともに、地
域の活性化等を図
ることができた。

引き続き、大学の知
や活力による地域の
活性化や課題解決に
つながる事業を支援
していく。

○ ○

6
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

おもてなし団扇の
配布

老境2020大会に向
けてさいたま市が
提供できる「さい
たま市おもてなし
スタイル」をテー
マに開催された
「第５回学生政策
提案フォーラムinさ
いたま」におい
て、最優秀賞を受
賞した埼玉大学斎
藤ゼミの政策提案
「うちわでＯＭＯ
ＴＥＮＡＳＩ」
を、さいたま商工
会議所が取り上
げ、埼玉大学斎藤
ゼミと連携し、試
供品の作成等を経
て、「おもてなし

平成28
年度

さいたま商工会議
所との連携により
５月の大盆栽まつ
り等で配布され
た。

学生のアイディア
を生かした事業を
実施することで、
観光客や市民の満
足度向上へつなげ
ることができた。

東京2020大会に向
けて、改善等を図っ
ていく予定。

○

7
都市戦略本
部

行財政改革
推進部

環境システム応用
演習

芝浦工業大学の授
業プログラムの中
で、対象地域の課
題に対する解決策
を学生が考え発表
するため、市が該
当地域に関する現
状・課題や施策に
ついて情報提供、
資料提供等を行う
とともに、報告会
等でアドバイス等
を行う。

平成29
年度

大宮駅東口周辺、
氷川参道周辺、東
大宮の３つの地域
について、それぞ
れ関連部署がヒア
リング等へ協力し
た。

学生の自由な発想
のまちづくりの提
案がそれぞれの地
域のまちづくりに
向けた今後の検討
の参考となった。

学生がまとめた提案
について、まちづく
りの参考にしていく
予定。

○

関連部署とし
て、都市経営
戦略部、大宮
駅東口まちづ
くり事務所、
経済政策課が
協力
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

8
都市戦略本
部

オリンピッ
ク・パラリ
ンピック部

おもてなしアク
ションプラン推進
事業

東京2020大会に向
けて官民で実施す
る「おもてなしア
クションプラン」
の具現化に向けた
検討を行う「アク
ションサポート会
議」の開催等、民
間企業・団体等が
大会に関われる環
境を準備し、気運
醸成につなげる。

平成29
年度

大学コンソーシア
ムさいたまの幹事
大学に委員として
参画いただき、民
間企業等が実施す
るおもてなしアク
ションに対する意
見交換を行った。

おもてなしアク
ションプランに対
する意見交換に参
画いただき、同プ
ランの推進につな
げることができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/006/00
8/p0610
92.html

来年度も引き続き、
大学コンソーシアム
さいたまの幹事大学
の方に参画いただ
く。

○

9
都市戦略本
部

オリンピッ
ク・パラリ
ンピック部

おもてなしアク
ションプラン推進
事業

東京2020大会に向
けて官民で実施す
る「おもてなしア
クションプラン」
の具現化に向けた
検討を行う「アク
ションサポート会
議」の開催等、民
間企業・団体等が
大会に関われる環
境を準備し、気運
醸成につなげる。

平成29
年度

芝浦工業大学を中
心とした産学連携
組織（さいたま・
人×まち×暮ら
し・レジリエンス
研究会）による、
東京２０２０大会
時のクールスポッ
トの設置検討がす
すめられた。

東京２０２０大会
の主要な課題であ
る熱中症対策に関
し、官民連携によ
る対応の準備が進
展した。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/006/00
8/p0610
92.html

来年度もアクション
サポート会議を通じ
て、同研究会による
クールスポット設置
計画を支援し、大会
時の準備を進める。

○

10
都市戦略本
部

オリンピッ
ク・パラリ
ンピック部

東京２０２０ボラ
ンティア推進事業

市内の既存の関係
団体で構成するボ
ランティア連絡協
議会を通じて、本
市の所掌するボラ
ンティアの準備を
進めるとともに、
市民の大会時のボ
ランティア参画に
対する関心や意欲
の向上を図る。

平成29
年度

大学コンソーシア
ムさいたまの幹事
大学に委員として
参画いただき、東
京２０２０大会の
ボランティアに関
する情報をの各大
学に周知して頂い
た。
また、市独自ボラ
ンティア取組方針
案の策定にあたり
ワーキンググルー
プにも参画頂き、
主に大学生活用の

近隣大学への東京
２０２０大会時の
ボランティア情報
の周知につながっ
た。
市独自ボランティ
ア取組方針案にお
いて、大学生も参
加できるスキーム
で作成を行えた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/006/00
8/p0632
71.html

来年度も引き続き、
大学コンソーシアム
さいたまの幹事大学
の方に参画いただ
く。

○

11
都市戦略本
部

東部地域・
鉄道戦略部

岩槻駅周辺地域活
力創出業務

岩槻駅周辺の地域
活力創出に向け
て、歴史・文化資
源を活用した食・
お土産づくりやＰ
Ｒ方策について、
地域住民や大学と
連携し実施する。

平成30
年度

『岩槻といればこ
れ！』と言えるお
土産づくりにおい
て、人間総合科学
大学及び目白大学
の学生と連携。
ワークショップを
４回開催し試作品
を作成・発表し
た。まちかど雛め
ぐりイベント中
（2/24）に試作品
の発売を共に行う
予定。

お土産の作り手で
ある和菓子店、洋
菓子店、人形店に
大学生らしい若い
発想で商品提案を
行い、今までにな
い岩槻土産の試作
品が完成した。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/00
8/003/0
07/010/
p063408
.html

今年度と同様に大学
生とワークショップ
を開催し、試作品を
商品化するためのブ
ラッシュアップや正
式な商品販売に向け
たパッケージデザイ
ン等の検討を行う。

○ ○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
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連携開始
時期

局区等 関連HP

12 財政局 資産経営課
複合化検討ワーク
ショップ

公共施設の複合化
について、市民参
加型ワークショッ
プにおいて検討
し、合意を形成す
るもの。

平成24
年度

小学校複合化の実
施設計について、
学生が作成した模
型を活用して市民
に説明することに
より、円滑な質疑
応答が可能とな
り、施設運営の意
見交換を効果的に
行うことができ
た。

学生が参加するこ
とによる議論の活
性化
学生が作成する模
型による議論の効
率化

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/007/01
4/014/0
05/p060
135.html

市民参加型ワーク
ショップに学生が参
加する手法を活用
し、他事例への展開
を図る。

○

13
市民局
市民生活部

男女共同参
画課

デートＤＶ防止啓
発事業

デートＤＶ防止出
前講座

平成23
年度

平成30年4月2日、4
月17日に出前講座
を実施した。
（参加者数1,247
名）

学生のデートＤＶ
防止への理解が深
まった。

継続して実施する。 ○

14
市民局
市民生活部

男女共同参
画課

女性のチャレンジ
支援事業

工学女子を育てよ
う！プロジェクト

平成29
年度

平成30年8月23日に
女子中学生を対象
として、大学生に
よるロボットプロ
グラミング教室を
実施した。
（参加者数18名）

女子中学生に工学
系分野の魅力を伝
えることができ、
また、女子大学生
が指導を担当する
ことで身近なロー
ルモデルを示す機
会となった。

継続して実施する。 ○

15
市民局
市民生活部

消費生活総
合センター

「消費生活展」開
催
(消費者行政推進事
業)

市内で自主的に活
動している消費者
団体に日頃の活
動・研究の成果を
発表する場を提供
するとともに、事
業者団体の参加も
得て、広く消費生
活情報を提供し消
費生活に関する啓
発を図る。

平成26
年度

平成30年10月28日
(日)に開催した消費
生活展において、
埼玉大学のアカペ
ラサークルがス
テージ出演した。

開会セレモニーで
「さいたま市の
歌」を演奏し、そ
の他ステージイベ
ントの中でも明る
く演出した楽曲を
披露した。来場者
から非常に好評で
あった。

今後も引き続き連携
を諮っていく予定

○

4/23



市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

16
スポーツ文
化局

スポーツ振
興課

高齢者健康スポー
ツ教室

生涯スポーツの振
興を図るため、大
学や民間企業の資
源・財産を活用し
た、産学官連携に
よる高齢者向けの
健康スポーツ教室
の開催。

平成26
年度

・「高齢者健康ス
ポーツ教室」の開
催
講師：芝浦工業大
学准教授
期間：平成30年4月
～平成30年11月
回数：全25回
・スポーツと食に
関する講座の開催
講師：株式会社明
治
日時：平成30年10
月29日(月)

企業、大学、行政
のそれぞれが提供
可能な資源・財産
等を融合させるこ
とにより、効率
的・効果的なス
ポーツ振興を図る
ことができた。

事業の継続、発展を
図る。

○

17
スポーツ文
化局

スポーツ政
策室
高校教育課
浦和南高校

スポーツシューレ
事業

・浦和南高校サッ
カー部・バスケ部に
おいて実証実験を行
うもの。
・運動部経験者が卒
業後に活躍する道が
狭い、または明確で
ないため、運動部の
生徒が部活動を行う
ことによって、分析
力が身につくこと
等、将来にどのよう
な影響があるかを可
視化したい。
・部活動への取り組
み姿勢やコンピテン
シー（能力）を計測
するための 調査・ア
ンケートを実施す
る。早稲田大学舟橋
准教授が調査設計を
監修。
・生徒自身が試合や
練習の映像をみて、
プレーや戦術につい
て「言語化」「課題
発見」を行うための
ツール「SPLYZA
Team」 を体験。
自ら「考える力」を
身に着けるためのサ
ポートを行う（3ヶ月
～6ヶ月実施）

Ｈ３０．
１１

浦和南高校女子バ
スケットボール
部・男子サッカー
部において、アプ
リによる試合分析
を実施。
全生徒にアプリに
よる気質とコンピ
テンシー評価・分
析予定。

ＮＴＴデータ経営
研究所、(株)ウフ
ル、ＩＧＳ株式会
社、早稲田大学ス
ポーツ学術院との
産学官連携による
実証により、浦和
南高校の全生徒に
最新のＩＣＴ技術
を享受できる効果
があった。

女子バスケットボー
ル部、男子サッカー
部においては引き続
きアプリによる試合
動画分析を実施。動
画分析実施前と後で
分析力などの数値が
上がったが検証予
定。
教育委員会連携事業
として、今後の予算
も含め相談させて頂
きたい。

○
早稲田
大学

18
スポーツ文
化局

スポーツイ
ベント課

さいたま国際マラ
ソン開催事業

さいたま国際マラ
ソンにおけるボラ
ンティア協力

平成27
年度

大会をサポートす
るボランティアに
学生が参加

学生の参加により
ランナーへのおも
てなし、大会の盛
り上がりにつな
がったほか、学生
のスポーツボラン
ティア参加の契
機、国際大会の経
験の場となった。

引き続き協力を依頼
する。

○ ○ ○ ○ ○

文教大
学、帝
京平成
大学、
日本医
療科学
大学、
女子栄
養大
学、杏
林大学
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

19
スポーツ文
化局

スポーツイ
ベント課

さいたま国際マラ
ソン開催事業

さいたま国際マラ
ソンにおけるラン
ナーケア

会場内のブースに
おいてランナーの
ストレッチ等を実
施

参加ランナーへの
おもてなしに繋が
るほか、学生によ
るアスリートケア
の経験の場となっ
た。

引き続き協力を依頼
する。

○

20
スポーツ文
化局

スポーツイ
ベント課

国際自転車競技大
会開催事業

さいクリ広報部で
のさいたまクリテ
リウムPR

平成29
年度

・大会当日や事前
PRイベント等での
SNSを活用した情報
発信
・大会当日SNSキャ
ンペーンの企画

事前PRイベント及
び大会当日の情報
を学生自らSNSで情
報発信すること
で、10代から20代
に大会のPRをし、
学生たちがスポー
ツプロモーション
を学ぶ機会となっ
た。

未定 ○ ○

21 保健福祉局 健康増進課
食育を実践しよう
プロジェクト

第３次さいたま市
食育推進計画に基
づき、食育活動を
企画・実践する人
材を育成し、食育
の普及啓発を図
る。

平成25
年度

・大学新入生を対
象とした食育活動
の実践
・参加学生の募集
（チラシの配布・
設置）
・参加申込み受付
・会場（大学の教
室）の確保

・食育活動の実践
の場を提供してい
ただけた。
・参加申込み受付
の事務処理を低減
できた。
・会場を大学の教
室としたことで、
学生が参加しやす
くなった。

さいたま
市食育
なび（活
動報告）
http://g
enki365.
net/gnk
s14/my
page/m
ypage_s
heet.ph
p?id=51
217

来年度も引き続き連
携予定。
より効果的な食育活
動が展開できるよ
う、大学と相談しな
がら取り組む。

○

22 保健福祉局
疾病予防対
策課

エイズ予防対策事
業

若年層を対象とし
たｴｲｽﾞ予防普及啓
発

平成20
年度

学園祭・世界エイ
ズデー・成人式等
で学生と協働し、
エイズ予防普及啓
発を実施

若年層のHIV検査受
検者の増加・エイ
ズ予防知識の普及

継続実施 ○ ○ ○ ○

浦和大学・人
間総合科学大
学・目白大学
については学
園祭のみの協
力。
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

23
子ども未来
局

保育課
保育士スキルアッ
プ事業

各園で取組んでき
た園内研修内容を
発表する場におい
て、大学教授等に
助言をいただき、
保育士のスキル
アップを図る。

平成19
年度

４件（園内研修発
表の場となる、グ
ループ別保育実践
報告会において、
助言をいただい
た）

助言者より方向性
を示唆していただ
き、日常における
保育を振返るとと
もに、職員全体で
共通理解を図りな
がら、保育の質の
向上に取り組むこ
とができる。

市内保育施設職員
（公立、私立認可保
育所、認定こども
園、小規模保育事業
所、ナーサリー、家
庭保育室職員等）が
参加する研修であ
り、今後も保育施設
職員として必要な知
識・技術を習得でき
る場として、継続し
ていきたい。

○

24 環境局
環境創造政
策課

さいたま市環境
フォーラム

市民、事業者、学
校、行政などが連
携し、日頃の環境
保全活動について
展示や発表を行
い、お互いの情報
交換の場、多くの
方の環境教育・学
習の場を創出し、
環境保全活動を促
進する。

平成16
年度

さいたま新都心駅
東西自由通路で開
催した環境フォー
ラムにおいて、芝
浦工業大学の学生
が研究内容に関す
るパネル展示や、
サーモカメラを活
用した体表面温度
や周囲の物体の温
度についての測定
体験を実施した。

大学の他、事業
者、学校、行政な
ど24団体が参加
し、それぞれの立
場で行っている
様々な環境保全活
動について展示・
発表できたこと
で、来場者に市内
で行われている活
動を幅広く紹介す
ることができた。

次回以降の開催にお
いても連携を継続し
ていく予定である。

○

25 経済局
産業展開推
進課

さいたま医療もの
づくりフォーラム

医療ものづくり都
市構想のPRと産・
学・官・医による
医工連携コミュニ
ティ形成を図るた
め、フォーラムを
開催する。

平成24
年度

地域理工系大学へ
研究成果ポスター
の掲示を依頼。ま
た、大学病院の教
授・医師へニーズ
発表とポスター掲
示を依頼。

臨床現場のニーズ
とものづくり企業
とのマッチングに
より、さいたま発
医療機器の開発促
進につながる。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/005
/002/01
0/007/p
062706.
html

今後も継続して年１
回フォーラムを開催
する。

○ ○ ○

日本医
科大
学、長
崎大学

26 経済局
産業展開推
進課

さいたま市研究開
発人材高度化タス
クフォース事業

企業と大学等研究
機関、さいたま市
産業創造財団の３
者共同研究実施に
より、企業・大学
間の人材高度化を
実現する。

平成21
年度

㈱ベルニクス×埼
玉大学、㈱ワイヱ
ス工業所×芝浦工
業大学による共同
研究を実施。
（ほか、日本電鍍
工業㈱×旭川工業
高等専門学校）

企業の社内人材育
成、企業研究機関
間のパイプ構築、
学生のビジネスリ
テラシー向上、
キャリア開発に貢
献する

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/005
/002/01
0/011/p
013370.
html

引き続き産学連携推
進事業として実施す
る。

○ ○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

27 経済局
産業展開推
進課

「まちづくり」
「ものづくり」を
通した人材育成推
進事業

大学・自治体で連
携した地域課題解
決プロジェクトの
推進により、芝浦
工業大学の有する
「知」の地域への
還元を実現する。

平成25
年度

「地（知）の拠点
整備事業」の取組
みの一環として、
地域志向科目授業
「産学・地域連携
PBL」を通じ、さい
たま市が提案した
地域課題に対し提
案を受けた。

地域課題の解決に
向けたアイデア創
出を通じて、市施
策の検討の参考と
するとともに、学
生の実践的な技術
者育成に貢献する

引き続き産学連携推
進事業として実施す
る。

○

28 経済局
産業展開推
進課

高度ものづくり人
材育成支援事業

製品化支援のため
のプロトタイピン
グ（試作開発）を
実現する人材育成
プログラムを大学
の教員等によりカ
リキュラムを構築
し、大学の施設を
活用して市内企業
の技術者に実施す
る。

平成26
年度

セミナー形式及び
実践的実習形式を
組み合わせたカリ
キュラムによる試
作開発に資するプ
ログラムを実施し
た。

大学の専門的人材
と装置・機器を活
用することで、高
度ものづくり人材
を育成し、さいた
ま市内等企業の国
際競争力を強化す
る

引き続き産学連携推
進事業として実施す
る。

○ ○

29 経済局
産業展開推
進課

BIZ SAITAMAさいた
ま市産業交流展

成長性の高い産業
分野をテーマとす
るオープンイノ
ベーションのビジ
ネスマッチングを
開催し、品企業の
新事業の展開及び
成長を支援する。

平成27
年度

BIZ SAITAMAにおい
て、大学がもつ技
術シーズ等を展
示。

大学がもつ技術
シーズを活用した
オープンイノベー
ションが促進され
る

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/005
/002/00
5/p0597
65.html

今後も継続してBIZ
SAITAMAさいたま市
産業交流展を開催し
ていく。

○ ○
群馬大
学

30 経済局 労働政策課
学内合同企業説明
会

埼玉大学におい
て、在学生向け
に、市内企業（さ
いたま市リーディ
ングエッジ企業）
による合同企業説
明会を、協力開催
により実施。

平成24
年度

平成31年3月1日か
ら3月7日に実施予
定。
市は広報物作成
（リーディング
エッジ企業の認証
マークの使用）に
ついて協力。

求人意向のある市
内企業と学生との
マッチングを図
り、市内企業の技
術力確保と、新規
学卒者の市内就労
を促進する。

今後も年度1回程
度、継続実施予定。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

31 経済局 農業政策課 農学商連携事業

学生による農作業
体験（紅赤の栽
培）および紅赤を
使用したメニュー
の製造、販売

平成22
年度

・学生による農作
業体験
・さいたま市農業
祭において、紅赤
を使用したスイー
ツの製造、販売

本市発祥のさつま
いも（紅赤）のPR
および農業の価値
と魅力への理解

○ ○
女子栄
養大学

32 都市局 都市総務課
復興イメージト
レーニング

大規模災害後の都
市復興を考えるこ
とで、災害に対す
る対応能力向上や
ノウハウの蓄積を
図るトレーニング
であり、防災都市
づくり計画におい
て「復興」の施策
として位置付けて
いる。
事業実施に際して
は、市民・事業
者・行政の３者が
協働で実施してい

平成25
年度

トレーニング開発
者の芝浦工業大学
の中村仁先生にト
レーニング全体の
監修や講師を依頼
するとともに、ト
レーニングへの学
生の参加を依頼し
た。

講師による専門的
な視点での講評
や、専門的かつ若
者の立場としての
学生の意見がある
ことで、より広い
視野で復興を考え
ることができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/001
/011/01
5/003/0
04/p058
941.html

引き続き、震災発生
時を想定し、市民・
事業者・行政の三者
がそれぞれの役割分
担を意識しながら協
働で考えるトレーニ
ングを実施し、継続
的に災害対応能力の
向上や復興について
のノウハウの築盛を
図っていく。

○

33 都市局 都市計画課
埼玉大学の講義
「建設史・建設行
政」における講演

市の職員が大学の
学生等に対して講
義を行う。

平成28
年度

埼玉大学工学部建
設工学科の学生を
対象に、都市局長
が「さいたま市の
まちづくりの取り
組み」について講
演を行った。

さいたま市の成り
立ちや、現在市が
力を入れている取
組について、講義
を受けた学生の理
解が深まった。

大学側
からの
依頼が
あれば
対応し
たい。

大学側からの依頼が
あれば対応したい。

○

34 都市局
都市計画部
交通政策課

さいたまカーフ
リーデー２０１８

平成１９年度か
ら、民・産・学・
官の協働による実
行委員会を組織し
「自動車に過度に
依存しない交通体
系の実現」に向
け、「車の使い
方」を市民と行政
が一緒に考えるた
めの周知啓発と、
快適で賑わいのあ
る歩行空間を創出
するため、PRイベ
ントやノーマイ

平成19
年度

・車両通行止めに
することで周辺道
路の交通量に与え
る影響について調
査した。
・PRイベント時に
交通まちづくり取
組紹介ブースの出
店で参画。

・イベント開催目
的の一つである、
快適で賑わいのあ
る歩行空間を創出
するための基礎
データを収集し
た。
・イベント来訪者
の意識醸成に寄与
した。

引き続き大学と連携
しPRイベントを実
施する予定。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

35 都市局
見沼田圃政
策推進室

見沼たんぼ地域資
源情報発信

見沼たんぼの見ど
ころや、観光ルー
ト、大学生などの
市民リポーターに
よる取材・調査記
事を１冊にまとめ
たガイドブックを
作成し、見沼たん
ぼの多様な地域資
源情報を継続的に
発信する。

平成26
年度

新たに作成した
「見沼たんぼ見ど
ころガイド2019」
において、大学生
の視点から提案す
る見沼たんぼの観
光ルートや、大学
生が自ら調査した
見沼たんぼの歴史
に関する記事を掲
載した。

大学生の視点から
作成された記事を
掲載することで、
ガイドブックとし
て新鮮で独自性の
高い情報を継続的
に発信できてい
る。

平成31年度以降
も、見沼たんぼの地
域資源情報発信にお
いて、大学と連携を
図っていきたい。

○

36 都市局
浦和東部ま
ちづくり事
務所

みその都市デザイ
ンスタジオ

美園地区を対象と
し、大学生・大学
院生が地域の課題
解決等に向け、都
市デザインの実践
的演習を行う
また市民・企業・
大学・行政等のコ
ミュニケーション
機会の創出を通じ
て、まちづくりへ
の関心を高めるこ
とを目的とする

平成27
年度

①平成30年3月～6
月
都市デザインスタ
ジオ2018春（芝浦
工業大学 ）
「スタジアムタウ
ンの理念実現を牽
引する 未来の集合
住宅」の開催
②平成30年10月～
平成31年2月
都市デザインスタ
ジオ2018冬（埼玉
大学）
「人と環境にやさ
しい地区内循環交
通計画」の開催

市民・企業・大
学・行政等が同じ
テーブルで議論
し、固定概念に捉
われない学生の新
たな視点や考え方
を共有し、まちづ
くりに対する発想
の転換が図られた

ー

今後も引き続き、美
園地区のまちづくり
に関する多様な議論
を繰り広げ、市民・
企業・大学・行政等
の関心を高めていく

○ ○

37 見沼区役所
コミュニ
ティ課

第1６回見沼区ふれ
あいフェア

区民意識の醸成と
地域住民の連帯を
図るため、見沼区
ふれあいフェアを
開催する。

平成29
年度

第16回見沼区ふれ
あいフェアへの参
加を呼びかけ、ス
テージ部門に出演
いただいた。

学生に発表の場を
提供し、地域との
交流やふれあいの
機会となった。ま
た、来場者も地元
大学に親しみを持
てた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/min
uma/00
1/001/0
08/p062
694.html

来年度も呼びかける
予定。

○

10/23



市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

38 桜区役所
コミュニ
ティ課

第16回桜区区民ふ
れあいまつり

多種多様なイベン
トの実施により、
地域コミュニティ
の醸成・活性化と
地域のまちづくり
を図ることを目的
として、区民を主
体としたまつりを
開催する。

平成15
年度

埼玉大学学生によ
る模擬店（3団体）
やイルミネーショ
ン工作教室、自転
車修理体験が行わ
れた。また、さく
らホールステージ
では同学吹奏楽部
の演奏が行われ
た。

学生と区民が触れ
合える場を提供す
ることで、埼玉大
学と区民との交流
を深め、地域コ
ミュニティの醸成
を図ることができ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/001/00
2/005/s
akura/m
atsuri20
18.html

様々な催しを通して
引き続き同大学と協
働し、区民との交流
を促進することで、
魅力ある桜区のまち
づくりに向けて取り
組みを推進。

○

39 桜区役所
コミュニ
ティ課

桜区区民ふれあい
コンサート

音楽を通して、明
るく豊かなコミュ
ニティの醸成を図
ることを目的とし
て、さいたま市に
ゆかりのあるアー
ティスト等を招
き、プラザウエス
ト１階アトリウム
にてコンサートを
開催する。

平成18
年度

平成30年8月に開催
したロビーコン
サートにおいて、
埼玉大学 管弦楽団
の学生が出演し、
演奏した。

ステージと客席の
距離が近いロビー
コンサートで演奏
や進行を行うこと
により、同学と区
民の交流が深ま
り、明るく豊かな
コミュニティの醸
成や、大学との連
携を図ることがで
きた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/004
/001/00
2/005/s
akura/p
060676.
html

同大学に関わる演奏
者の新たな育成・発
表の場の提供を行う
など、引き続き連携
を図っていく。

○

40 桜区役所
コミュニ
ティ課

桜区市民活動ネッ
トワーク登録団体
への支援

桜区に拠点を置き
活動する市民団体
を登録し、ゆるや
かなつながり
（ネットワーク）
を構築するととも
に、団体の事業周
知、区役所内一部
施設の貸出や補助
金の交付等の支援
を行う。

平成23
年度

地域とも連携し活
動している、埼玉
大学イルミネー
ションプロジェク
ト実行委員会とむ
つめ祭常任委員会
の2団体が、桜区市
民活動ネットワー
クへ登録してお
り、区報等へのイ
ベント記事掲載な
どを行った。

市民活動ネット
ワーク登録団体間
の交流や区民会議
委員との 交流会等
を通して、区役所
との交流や連携が
深められた。
また、これらを機
に地域のお祭りや
他の登録団体主催
事業への参加など
交流が広がり、地
域活性化を図るこ
とができた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/sak
ura/001
/002/00
8/netwo
rk.html

引き続き桜区市民活
動ネットワークを通
して、連携並びに支
援を継続していく。

○

41 桜区役所
コミュニ
ティ課

桜区サクラソウ写
真コンクール

「桜区の花サクラ
ソウ」を広く周知
し、親しんでもら
うことを目的と
し、サクラソウ写
真コンクールを開
催。

平成24
年度

桜区サクラソウ写
真コンクール審査
委員として、応募
作品の審査・講評
をいただいた。ま
た、入賞作品を同
大学構内に展示
し、「桜区の花サ
クラソウ」を広く
周知し、親しんで
もらうことができ
た。

サクラソウ写真コ
ンクール審査や入
賞作品の構内展示
などを通して大学
との連携を図り、
「桜区の花サクラ
ソウ」を広く周知
し、親しんでもら
うことができた。

引き続き連携を図っ
ていく。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

42 桜区役所
コミュニ
ティ課

区民会議

桜区の魅力あるま
ちづくりを推進す
るため、区政に関
する多様な意見を
聴き、区が主体的
に取り組むべき地
域の諸課題等につ
いて話し合う。

平成15
年度

桜区区民会議に委
員として参画があ
り、地域との交流
の事例紹介を含め
率直な意見があり
ました。

率直で柔軟な視点
から意見や、地域
コミュニティの場
への参加により、
区民との交流が促
進されたことは大
きな貢献である。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/sak
ura/001
/002/00
4/sakur
aku-
kuminka
igi-
08.html

区民会議は廃止す
る。

○

43 緑区役所
コミュニ
ティ課

緑区区民まつり

区民が一体となっ
てまちづくりを行
い、ふれあいのあ
る地域社会の育成
を図るため、区と
区民との協働によ
り区民まつりを開
催する

平成15
年度

浦和大学には会場
内の広場において
子ども遊び指導を
実施していただい
た

学生と区民との交
流が促進された

継続 ○

44 岩槻区 総務課
避難所運営訓練の
実施

災害イメージの習
得、災害時の状況
予測や判断などの
意思決定能力を高
め、地域防災力の
向上を目的に実施
するもの。

H30.11

避難所運営訓練及
び避難所運営図上
訓練において、目
白大学の学生が参
加
運営訓練（城北小
学校で実施）18
人、図上訓練52
人、合計70人参加

大学の学生に対す
る、避難所運営へ
の関わり及び行
政、自治会等との
協力体制構築への
理解に繋がったと
推察されるほか、
以前からの課題で
あった避難所にお
ける担い手の不足
という課題解決の
アプローチになる
と考えられる。

大学との連携による
避難所運営訓練の継
続的実施を検討

○

45 岩槻区役所 観光経済室 人形製作体験講座

目白大学との包括
連携に関する協定
事業として人形製
作体験講座を開催
する。

平成30
年度

目白大学で人形製
作体験講座を開催
した。

学生には岩槻区の
伝統文化への認識
を深めてもらうと
ともに、岩槻の江
戸木目込人形のPR
につなげることが
できた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/00
8/003/0
07/004/
p060477
.html

大学の要望等を考慮
して検討する。

○

12/23



市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

46 岩槻区
コミュニ
ティ課

岩槻やまぶきまつ
り

区と区民が協働で
出店(展)や出演を行
うイベント

平成17
年度

子どもふれあい
コーナーの出店を
した。

親子連れの来場者
に喜んでもらうと
ともに、イベント
の盛り上げに効果
があった。また、
学生にとっても学
習意欲の向上につ
ながったものと期
待できる。

継続して実施した
い。

○

47 岩槻区
コミュニ
ティ課

いわつきマルシェin
目白大学

岩槻の「食」を
テーマにした出店
や、近隣小中学生
の出演を行うイベ
ント

平成27
年度

出店団体の１つと
して目白大学にも
参加していただい
た。また、準備段
階から目白大学の
職員に実行委員会
の委員として参加
いただき、同日開
催した目白大学の
学園祭のパンフ
レットにも当事業
の告知をしていた
だいた。

当事業が開催でき
た場合、同日開催
により相互の来場
者増を図ることが
でき、地下鉄7号線
中間駅周辺の賑わ
い創出に寄与する
ことが期待でき
る。また、学生の
地域参加の機会に
することが期待で
きる。

駐車場の確保・誘導
等の課題はあるが、
継続して実施した
い。

○

48 岩槻区
コミュニ
ティ課

城下町岩槻健康
ウォーキング～歴
史散策クイズ～

区内のウォーキン
グコースにチェッ
クポイントを設
け、クイズを解き
ながら歩くウォー
キングイベント

平成27
年度

ウォーキングの参
加者にストレッチ
等の指導をしてい
ただく予定であ
る。

参加者へストレッ
チ等の専門的な知
識を披露するほ
か、イベントの盛
り上げへの効果、
また、学生の地域
参加や地域を知る
機会が増えること
を期待する。

継続して実施した
い。

○

49 岩槻区 支援課
子どもがつくるま
ち
「ミニ岩槻」

子どもが主役の仮
想の夢のまちをつ
くり、その中でや
りたいお仕事をし
てお給料(仮想のお
金)をもらったら、
そのお金でお店で
物を買ったり、遊
んだりと自由に
使って楽しく社会
参画体験ができる
イベント

平成28
年10月

開催当日、大人ス
タッフとしてボラ
ンティアで参加し
てもらい、子ども
スタッフやまちの
運営をお手伝いし
てもらう。

学生が、区役所や
参加した子どもた
ち、また他の大人
スタッフとふれあ
いながら学ぶ場と
なり、同時に地域
コミュニティの醸
成も図ることがで
きた。

引き続き協力を依頼
する。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

50 岩槻区 高齢介護課
岩槻区地域支え合
い推進員連絡会

高齢者の生活支
援・介護予防サー
ビスの体制整備の
推進及びその提供
体制の構築に向け
ての諸課題等につ
いて話し合う。

平成29
年度

連絡会への大学教
員参加。

専門的な視点（作
業療法学科）から
の助言と、大学教
員が研究している
自立高齢者への介
護予防・健康増進
プログラムを区民
に実施。

継続 ○

51 岩槻区 高齢介護課
岩槻区地域包括支
援センター連絡会

高齢者の総合相談
窓口である地域包
括支援センターの
運営及び地域にお
ける関係機関との
連携体制の構築や
地域資源開発に関
する諸課題等につ
いて話し合う。

平成30
年度

連絡会へ大学教員
の委員参加。

連絡会への参加に
より、大学教員と
高齢者福祉事業関
係者や地域コミュ
ニティ団体関係者
との交流及び専門
的な視点（作業療
法学科）からの助
言。

継続 ○

52
教育委員会
事務局

指導１課
大学生による学習
支援ボランティア
事業

市立小・中・特別
支援学校等に大学
生による学習支援
ボランティア（ア
シスタントティー
チャー）を配置
し、児童生徒にき
め細かい個別指
導、支援等を行
う。

平成16
年度

アシスタント
ティーチャー学生
募集の説明会の実
施、ポスター、
リーフレットの配
付

児童生徒へのきめ
細かな個別指導や
支援の充実が図ら
れた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/003
/002/00
8/005/p
021540.
html

児童生徒へのきめ細
かな個別指導や、大
学生の教員となるた
めの意欲、資質の向
上のために、アシス
タントティーチャー
の活動について広報
活動を行い、学生を
確保する。

○ ○ ○ ○ ○

文教大
学
東京家
政大学

53
教育委員会
事務局

特別支援教
育室

さいたま市教育委
員会免許状認定講
習（特別支援教
育）

本市の教職員の特
別支援学校教諭免
許状の保有率を向
上させるとともに
特別支援教育に関
する専門性をさら
に向上させること
で、特別な教育的
支援を必要とする
児童生徒に対する
指導の充実を図
る。

平成29
年度

免許法認定講習
（特別支援教育）
６講座１２日間の
大学教員による講
義

本市の教職員が規
定の講座を受講す
ることで特別支援
学校教諭２種免許
状を取得するため
の単位の修得者を
増やした。
特別支援教育に関
する専門性の向上
により、指導方法
の改善と特別な配
慮を必要とする児
童生徒への支援の
充実を図った。

平成３０年度以降も
講習を実施予定。各
年度８０名の特別支
援学校教諭免許状の
取得を目指し、本市
の教職員の特別支援
学校教諭免許状の保
有率を向上させると
ともに、教職員の特
別支援教育に関する
専門性の向上を図
る。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

54
教育委員会
事務局

総合教育
相談室

適応指導教室運営
事業

市内6か所の市立教
育相談室に併設さ
れている適応指導
教室で、学生ボラ
ンティアの受け入
れを行う。また、
教育相談臨床実習
生の受け入れを行
う。

平成22
年度

市内6か所の市立教育相
談室に併設されている適
応指導教室で、児童生徒
に対する指導の充実を図
るため、学生ボランティ
アを受け入れ、通室生へ
の学習支援や活動の補助
を行った。また、教員や
心理職を目指す大学院生
の教育相談臨床実習生を
受け入れた。

学生ボランティアが学習
支援や体験活動、コミュ
ニケーション活動を通し
て、通室生にかかかわる
ことで、安定した通室や
登校への意欲づけにもつ
ながった。また、教員や
心理師を目指す大学生及
び大学院生を教育相談臨
床実習生として受け入れ
ることにより、臨床経験
を深めることができた。

来年度も、学生ボラ
ンティア及び、教育
相談臨床実習生の受
け入れを引き続き
行っていく。

○ ○

東京家
政大学
駒沢女
子大学

55
教育委員会
事務局

高校教育課
スーパーサイエン
スハイスクール事
業

世界の最先端技術
や研究に触れさ
せ、幅広い進路選
択、高度な科学技
術分野で活躍する
人材育成のため、
大宮北高等学校の｢
理数科｣及び普通科
の希望する生徒を
対象にした、埼玉
大学の教授による
「理数科アドバイ
ザー講義」を実施
する。

平成２６
年度

年間１４回程度の
土曜授業を実施
し、埼玉大学の教
授による「アドバ
イザー講義」を３
回実施した。生徒
は、数学・物理・
化学・生物研究し
たい各分野に分か
れ、それぞれの分
野の専門家であ
り、研究者である
埼玉大学大学院理
工学研究科の先生
方からアドバイス
をいただいた。

生徒の更なる最先
端科学への関心、
意欲の向上及び英
語のプレゼンテー
ション能力の向上
が図られた。ま
た、学んだ内容を
地域の小中学生へ
のアウトリーチ活
動を実践したこと
で、小中高大をつ
なぐ理数教育の拠
点校として役割を
果たすことができ
た。

今後も本事業を継続
をしていく

○ ○ 〇 ○

東京大
学
お茶の
水大学
千葉大
学
埼玉工
業大学
シド
ニー
NSW大
学

56
教育委員会
事務局

健康教育課

埼玉大学教育学部
養護教諭養成課程
の学生による　健
康安全・体育的行
事及び保健室での
執務についての見
学・補助等につい
て（学校フィール
ド・スタディ）

中央区の小・中学
校の健康安全・体
育的行事（主とし
て定期健康診断）
等の見学・補助と
して受け入れる。

平成21
年度

大学において事
前・事後指導を
行った。
平成30年度　7校計
14人受け入れ

養護教諭を目指す
学生が、学校現場
における健康安
全・体育的行事及
び保健室での執務
への理解を深め、
将来に向けた養護
教諭としての実践
力を養うことがで
きた。
定期健康診断の繁
忙期に実習生を受
け入れることによ
り、児童生徒の健
康診断をより円滑
に実施することが
できた。

継続して実施 ○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

57

教育委員会
事務局

教育研究所 研修事業
・教職員研修

「社会を生き抜く
力と希望をはぐく
むさいたま市教育
を支える教員研修
の実施」を基本方
針に、多様な研修
を実施し、教員の
キャリアステージ
に応じて求められ
る資質能力の向上
を図る。

平成14
年度

埼玉大学をはじめ
とする大学の教員
１３名を研修会の
講師として招聘し
た。

大学教授等による
最新の理論や指導
方法等を提供する
ことで、受講者の
指導力の向上に役
立てることができ
た。

http://
www.sai
tama-
city.ed.j
p/01ken
syu/020
ichiran.h
tml

継続実施 ○ ○ 國學院大學
東京造形大
学
立正大学
前橋工科大
学
上野学園大
学
星槎大学
東京学芸大
学
文教大学
日本体育大
学
玉川大学

58

教育委員会
事務局

教育研究所 研修事業
・「教師力」パ
ワーアップ講座

平日の夜間に開催
する教員の自主
的・自発的な研修
会。若手教員や教
職を目指す学生を
はじめとする教職
員などを対象に、
「教師力」のさら
なる向上、とりわ
け授業力の向上を
図る。

平成17
年度

埼玉大学をはじ
め、大学教員３名
を講座の講師とし
て招聘した。
毎月、講座の予定
一覧を送付した。
（49講座にのべ214
名の大学生が参加
（H31.1月現在））

埼玉大学の教員の
指導により、受講
者の専門性を高め
ることができた。
学生と教員が交流
しながら学ぶこと
で、より具体的な
指導方法について
の情報交換がなさ
れ、実践的指導力
の向上に資するこ
とができた。

http://
www.sai
tama-
city.ed.j
p/90po
wer/050
power.h
tml

継続実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 【講師】
埼玉大学
共栄大学

【予定表を
送付する大
学】
埼玉大学、
共栄大学、
聖学院大
学、国際学
院埼玉短期
大学、文教
大学、浦和
大学

59

教育委員会
事務局

教育研究所 研修事業
・授業の達人大公
開

さいたま市学校教
育の一層の充実を
図るために、優秀
教職員表彰者によ
る公開授業を実施
し、優れた指導技
術の引き継ぎと、
活用を促進する。

平成21
年度

実施要領等を送付
し、参加を呼び掛
けた。
埼玉大学をはじめ
とする大学生のべ
27名が参加した。

教職を目指す学生
に講座の実施につ
いて広報すること
で、教員と学生が
交流しながら学ぶ
ことができた。

http://
www.sai
tama-
city.ed.j
p/01ken
syu/020
ichiran.h
tml#tats
ujin

継続実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教大学
埼玉県立大
学

60

教育委員会
事務局

教育研究所 研修事業
・さいたま市教師
塾「夢」講座

「さいたま市が求
める教師像」に示
されている資質を
確実に身に付け、
教職への意欲と使
命感に燃えるさい
たま市の教員を大
学生期から養成す
る。

平成30
年度

事業の説明及び資
料の提供を行っ
た。

30名の受講生に
は、さいたま市の
教育についての理
解を深めさせると
ともに、さいたま
市の教員になるこ
とへの意欲をさら
に高めることがで
きた。

http://
www.sai
tama-
city.ed.j
p/01ken
syu/080
asunaro.
html#yu
mekouz
a

継続実施 ○ ○ ○ 玉川大
学
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

61
教育委員会
事務局

舘岩少年自
然の家

自然に学ぶ夏の学
校

　加藤泰浩研究室
が主催し、３日
間、南会津の大自
然を舞台に大自然
の素晴らしさを実
感し、科学の偉大
さや素晴らしさを
体験しながら学
ぶ。

平成２８
年度

①保護者説明会・
事前学習会
　７月８日（日）
　シーノ大宮セン
タープラザ
②自然に学ぶ夏の
学校
　８月７日（火）
～９日（木）
　舘岩少年自然の
家
　さいたま市立
小・中学校から募
集した小学生２４
名 中学生１０名

大学教授や研究員
から専門的な話を
聞くことにより、
知識だけではな
く、参加した児
童・生徒の科学へ
の興味・関心が、
より一層深まった
り、新たな分野へ
興味を持てた。

http://
www.sai
tama-
city.ed.j
p/05gak
ko/size
nnoie/ta
teiwa/to
kyo/tok
yo.html

内容を改善しなが、
継続したい。 ○

東京大
学

共催事業

62
教育委員会
事務局

生涯学習振
興課

チャレンジスクー
ル推進事業

土曜日や放課後等
に学校の教室等を
活用して、より多
くのより幅広い層
の地域住民、団体
等の参画を得て、
地域と学校が連
携・協働して、子
どもたちの自主的
な学習やスポー
ツ、文化活動、地
域住民との交流活
動等の多様な活動
を実施する。

平成19
年度

大学へボランティ
ア募集のチラシを
配布し、事業の周
知及び学生へのボ
ランティア募集を
実施した。

児童生徒と年齢の
近い、多くの大学
生にボランティア
として協力しても
らったことで、参
加児童生徒から好
評で、大変有意義
な活動となった。

引き続き、学生に協
力を依頼予定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文教大
学

63
教育委員会
事務局

生涯学習振
興課

大学公開講座

市内の大学におい
て、一般市民を対
象とした公開講座
を開催する。

平成13
年度

埼玉大学・芝浦工
業大学・聖学院大
学・目白大学・国
際学院埼玉短期大
学・浦和大学にお
いて公開講座を実
施

生涯学習における
市民の多様化・高
度化する学習ニー
ズに対応するもの
となっている。

継続する予定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

64
教育委員会
事務局

文化財保護
課

「田島ケ原サクラ
ソウ自生地」植生
管理指導

国指定特別天然記
念物「田島ケ原サ
クラソウ自生地」
の植生を適切に管
理するため、学識
経験者から必要な
指導・助言を得
る。

平成27
年度

田島ケ原サクラソ
ウ自生地の植生管
理状況を把握する
ための現地調査等
を行い、指導・助
言を得た。

指導・助言をもと
に、今後の適切な
植生管理方法を検
討することができ
た。

継続する予定 ○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

65
教育委員会
事務局

文化財保護
課

ボランティア団体
「田島ケ原サクラ
ソウ自生地を守る
会」研修会

国指定特別天然記
念物「田島ケ原サ
クラソウ自生地」
の普及啓発活動を
行っているボラン
ティアの研鑚のた
め、講師を招き、
研修会を開催す
る。

平成27
年度

田島ケ原サクラソ
ウ自生地の植生を
テーマに、研修会
を開催した。

研修で得た知識を
自生地の普及啓発
活動に活かし、活
動の一層の充実を
図ることができ
た。

継続する予定 ○

66
教育委員会
事務局

うらわ美術
館

創作コーナーボラ
ンティア

夏の企画展の関連
事業として行って
いる自由工作室
「創作コーナー」
における制作補助
等のボランティア
活動。

平成28
年度

教育学部美術講座
の教授に事業内容
を説明し、学生向
けにボランティア
募集のチラシを配
布した。

今年度は連携先大
学からのボラン
ティア参加はな
かったが、チラシ
を配布したことで
教授や学生への事
業周知につながっ
た。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/ura
wa-art-
museum
/educati
onal/

継続する予定 ○

67
教育委員会
事務局

生涯学習総
合センター

さいたま市民大学
（教養Aコース、歴
史コース、市民企
画コース、地域ボ
ランティアBコー
ス）

市民の方々の高度
で専門的かつ多様
な学習要求に応え
るとともに、自発
的な学習活動を促
し、豊かな生涯学
習社会を築くこと
を目的として、さ
いたま市民大学を
開設する。

平成14
年度

さいたま市民大学
各コースについ
て、講師に大学准
教授、教授等を招
き講演を行った。

市民の方々の高度
で専門的な学習要
求に応じることが
できた。

さいたま市民大学に
おいては、市民の
方々の高度で専門的
な学習要求に応える
ため、今後も継続し
て大学准教授、教授
等の講師を招き講演
を行う。

○ ○ ○

大阪経
済大
学、獨
協大
学、大
東文化
大学、
千葉大
学

68
教育委員会
事務局

大砂土公民
館（日進公
民館）

青少年・若者事業
「子育て関連事業
におけるボラン
ティア活用」

公民館で実施する
子育て関連事業
に、事業ボラン
ティアとして聖学
院大学の学生を活
用する。

平成30
年度

子育て関連事業４
事業に、延べ10名
の学生ボランティ
アが参加

公民館にほとんど
来ることが無い大
学生を活用するこ
とにより、大学生
の公民館に対する
理解が深まった。
また、大学生に
とっても今後の学
生生活や卒業後の
進路に関して参考
になったと考えて
いる。

引き続き、子育て関
連事業への活用を考
えているが、大学生
が持っている様々な
スキルをより活かす
ため、大学のボラン
ティア活動支援セン
ターとの連携を密に
したい。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

69
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
（下落合公
民館）

夏休み子ども公民
館「ロボット工作
教室」

小学生を対象に、
大学生のマンツー
マン指導により、
リモコンで動くロ
ボットを作成する
講座を実施した。

平成23
年度

小学生を対象にし
た工作教室を開い
ている、芝浦工業
大学の部活動「ロ
ボット遊交部から
くり」に講師を依
頼した。

大学生のマンツー
マン指導により、
参加した小学生に
わかりやすく電気
工作を教えること
ができ、又、大学
生と交流する機会
を提供すること
で、小学生の社会
性を育むことがで
きた。

平成３１年度も引き
続き実施する予定

○

70
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
（与野本町
公民館）

介護予防事業
「懐かしい歌をみ
んなで楽しもう」

高齢者を対象に
「懐かしい歌」を
歌う講座を実施し
た。

平成29
年度

埼玉大学の三橋さ
ゆり准教授に講師
を依頼した。

地域の高齢者のみ
なさんに、本格的
な歌唱指導を受け
る機会を提供でき
た。

平成３1年度も引き
続き実施する予定

○

71
教育委員会
事務局

鈴谷公民館
一般講座
「合唱入門講座」

発声法や声を出す
技術など合唱の基
礎を学んだ

平成27
年度

埼玉大学の三橋さ
ゆり准教授に講師
を依頼した。

発声法から高音
部・低音部に分か
れての本格的な合
唱を学ぶ機会を提
供できた。

平成３１年度も引き
続き実施する予定

○

72
生涯学習総
合センター

田島公民館
（土合公民
館）

ふれあいコンサー
ト

地域住民に質の高
い音楽を提供す
る。
今年度は平成31年1
月26日に実施。

平成22
年度

大学教職員を含め
た実行委員会によ
り企画、運営。
学生たちには出演
者の一部としてス
テージを任せ、ま
た前日の会場設営
等、様々な形で協
力してもらい、公
民館と大学との連
携を図っている。

現在の実行委員会
による開催形式で9
回目の開催とな
り、来場者数も164
人と多く、地域に
定着したコンサー
トとなった。

今後も実行委員や地
域ボランティアとの
協働事業の一環とし
て継続していきた
い。

○
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

73
教育委員会
事務局

上木崎公民
館

介護予防事業／前
期 「ふれあい学
級」

参加者の交流を図
り、仲間づくりを
促し、もって介護
予防に資する。

平成30
年度

前期「ふれあい学
級」第2回目に早稲
田大学講師に浮世
絵入門の講師を依
頼。

専門的な話を聞く
ことにより高齢者
の知識と教養が深
まった。

平成31年度は実施
せず。それ以降の予
定は未定。

○
早稲田
大学

74
教育委員会
事務局

大東公民館
介護予防事業／や
まびこ学級

老後を元気に生き
生きと過ごすため
に、生きがい作
り、仲間作り、健
康作りを目的とし
た高齢者の学級

平成30
年度

高齢期のストレス
マネジメント講座

参加者は、講師の
分かりやすい解説
によって、ストレ
スマネジメントに
ついて理解を深め
ることができた。

参加者の要望等を考
慮して検討する。

○

75
教育委員会
事務局

仲本公民館

介護予防事業/生き
がい健康づくり教
室「仲本塾・前
期」

健康、歴史、美術
並びに消費生活な
ど幅広い分野を学
び、その知識を、
身に着け生活に役
立てるとともに、
参加者の交流を図
り、仲間づくりを
促し、もって介護
予防に資する。

平成29
年度

「仏教美術を学ぼ
う」をテーマに駒
澤大学教授を講師
として、招いた。

参加者は、講師の
話しを理解し、楽
しく学べることが
でき、参加者との
交流も深めること
ができた。

平成31年度も継続
予定

○
駒澤大
学

76
教育委員会
事務局

仲本公民館

介護予防事業/生き
がい健康づくり教
室「仲本塾・中
期」

健康、歴史、美術
並びに消費生活な
ど幅広い分野を学
び、その知識を、
身に着け生活に役
立てるとともに、
参加者の交流を図
り、仲間づくりを
促し、もって介護
予防に資する。

平成28
年度

「万葉集の季節と
自然」をテーマに
フェリス女学院大
学講師を講師とし
て、招いた。

参加者は、講師の
話しを理解し、楽
しく学べることが
でき、参加者との
交流も深めること
ができた。

平成31年度も継続
予定

○
フェリ
ス女学
院大学
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

77
教育委員会
事務局

本太公民館
介護予防事業/コス
モス学院・本太
（前期）

教養、体験、実習
等の単発講座の組
み合わせによる学
習を行う。

平成29
年度

事業の第9回目にコ
スモス学院・本太
寄席を実施した。
埼玉大学落語研究
会を講師に招い
た。

高齢者が青少年と
のコミュニケー
ションをとること
ができた。
青少年が公民館を
知るきっかけづく
りになった。

平成31年度は実施
せず。それ以降の予
定は未定。

○

78
教育委員会
事務局

仲町公民館
介護予防事業／ひ
まわり学級（３学
期）

地域の６５歳以上
の方に年間を通し
て健康づくりと学
習の場を提供す
る。

平成21
年度

東邦音楽大学の講
師にクラッシック
音楽の講師を依
頼。

専門的な話を受講
者が聞き感銘を受
けていた。

平成31年度も継続
予定

○
東邦音
楽大学

79
教育委員会
事務局

南箇公民館
公民館介護予防事
業／あおぞら学級
（後期）

好奇心を刺激する
さまざまな体験や
講座で参加者同士
の交流を深め、シ
ニア世代の生きが
いづくりを応援
し、介護予防に役
立てる。

平成30
年度

東邦音楽大学の講
師にシューベルト
をテーマに講義を
依頼。

専門家によるわか
りやすい講義によ
り、市民の音楽に
対する知識や教養
を深めることがで
きた。

来年度以降は未定 ○
東邦音
楽大学

80
教育委員会
事務局

資料サービ
ス課

インターンシップ

大学において図書
館司書課程を履修
中の学生に対し、
図書館業務の実習
を行う。

平成20
年度

立教大学・専修大
学
（8月20日（月」～
31日）

図書館の運営や公
共サービスについ
ての理解を深めて
もらえた。

継続して受入 ○

立教大
学
専修大
学
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

81
教育委員会
事務局

資料サービ
ス課

資料の相互利用

「埼玉大学図書館
及び埼玉県立大学
情報センターと埼
玉県内市町村立図
書館等との資料相
互貸借に関する協
定」に基づき、埼
玉大学及び埼玉県
立大学情報セン
ターと埼玉県内市
町村立図書館等と
の間で、それぞれ
が所蔵する資料の
貸借につき相互に
協力することによ

平成21
年度

平成30年度も、埼
玉大学・県立大学
からの借用、また
貸出を行ってい
る。

図書館の所蔵資料
は館種によって異
なるため、市図書
館の利用者には大
学の高度で専門的
な資料を提供でき
るとともに、大学
図書館利用者にも
幅広い資料の提供
が可能になる。

市民の研究や学習に
資するため、さらに
連携を深めていく。

○ ○

82
教育委員会
事務局

資料サービ
ス課

講演会の開催

東洋大学の講師派
遣制度を利用し、
市民に図書館への
理解と関心を深め
ていただくことを
目的とする

平成30
年度

文字活字文化の日
（毎年10月27日）
記念講演会とし
て、10月21日
（日）に「"ヴィ
ジュアル言語"日本
語の面白さ」と題
して講演会を行っ
た

大学と連携するこ
とで、低予算で質
の高い講演会を市
民に提供すること
ができ、来場者の
満足度が高かっ
た。

イベントの内容や
テーマに沿ったもの
であると判断した場
合に、講師派遣を依
頼する。

○
東洋大
学

83
教育委員会
事務局

北浦和図書
館

インターンシップ

大学において図書
館司書課程を履修
中の学生に対し、
図書館業務の実習
を行う。

平成24
年度

筑波大学　期間：8
月31日（金）～9月
14日（金）

図書館の運営や公
共サービスについ
ての理解を深めて
もらえた。

継続して受け入れ。 ○
筑波大
学
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市と大学との連携事業調査表(平成30年度実績）

埼玉大
学

埼玉県
立大学

浦和大
学

共栄大
学

慶應義
塾大学

芝浦工
業大学

聖学院
大学

日本大
学

人間総
合科学
大学

放送大
学

目白大
学

国際学院
埼玉短期
大学

その他 大学名
備考

連携先

No 連携の効果課等 事業名 事業内容 平成３０年度実績 今後の方向性
連携開始
時期

局区等 関連HP

84
教育委員会
事務局

桜図書館
埼玉大学生による
「食育おはなし
会」

絵本の読み聞かせ
や紹介を交えなが
ら、埼玉大学生が
食べものや食べる
ことについて解説
する。

平成27
年度

７月28日、10月20
日に「みかん」を
テーマに実施し
た。

大学の専門性を生
かしたおはなし会
が実施できた。

①市記
者発表
https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/014/00
8/003/0
07/006/
p061472
.html

②埼玉
大学ＨＰ
http://
www.sai
tama-
u.ac.jp/
news_ar
chives/
2018-
1029-
1704-
9.html

継続の方針 ○

85
選挙管理委
員会事務局

選挙課 選挙啓発出前講座

有権者となったば
かりの大学生など
の若年層が、選挙
の重要性について
学習する機会を設
ける。

平成30
年度から

浦和大学(9/18)及
び聖学院大学(7/4)
にて講座を実施

平成31年4月執行の
統一地方選挙に向
け、政治参加の重
要性を学生に呼び
掛けることができ
た。

継続実施 ○ ○

86
選挙管理委
員会事務局

選挙課
学生向け常時啓発
ポスター

平成28年に総務省
が18歳～20歳を対
象に実施した意識
調査でも、住民票
を現住所に移して
いるか否かで投票
率に有意な差があ
ることから、住民
異動手続きを促す
啓発ポスターを作
成・配布する。

平成30
年度から

コンソーシアム加
盟各校にポスター
を送付した。

若い世代の知名度
が高いと思われ
る、市内のＪリー
グクラブのマス
コットキャラク
ターを起用したポ
スターにより、啓
発を行うことがで
きた。

https://
www.cit
y.saitam
a.jp/006
/009/00
8/p0621
72.html

コラボレーション先
を検討の上、継続実
施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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